
 関西学生サッカー連盟所属の幹事

学生による独自の視点で様々なモノ

Insight=洞察、の意味のとおり、

関西の大学サッカーや関西学生サッカー

 これを読めば関西の大学サッカー

色々とわかると思いますし、我々もより

 
 
 
 高校サッカーや社会人、プロリーグとは

らこそ生み出されたものがあると思

 
 では、ご覧ください。 

 

本日

１ 総理大臣杯 決勝進出チーム

２ Ｊチーム ＶＳ 関西選抜

裏表紙 関西学連のいろいろ・・・

幹事たち（学生）によるウラカタプレビュー。大会

なモノ、コトに対して深く掘り下げていきたいと思

、内容の濃い記事をみなさまに提供し、より多

サッカー連盟について知っていただきたいと思います

サッカー界にまつわるウラカタで起きている出来事

もより良いものを提供できるよう気張ります。

プロリーグとは違う大学サッカーだから、学生が多くかかわるウラカタだか

思います。 

本日のプレビューもくじ！ 

チーム 総比較！！ 
関西選抜チーム の近況報告！！！ 

のいろいろ・・・ 

大会プレビューとは違い、

思います。 
多くの人たちにより深く

います。 
出来事や行われていることが

。 

くかかわるウラカタだか



　J2愛媛へ特別強化指定選手としての受け入れが決まった中野主将は、自分たちのサッカー
を貫き通すことで、福岡大への勝機を見出す。
　冷静な対応でボールを奪取し、今年度、高知大のコンセプトであるビルドアップの始点と
なる。また、積極果敢に攻撃に参加する姿は、さわやかな容姿と合わせて、観る者を魅了す
るだろう。福岡大の永井選手との攻防も決勝戦の見どころの一つである。
　3試合で9得点の福岡大の攻撃をシャットアウトし、優勝カップを高々とかざすとき、彼が
今大会のヒーローとなる。

　J2福岡の特別強化指定選手である宮路主将は、3年前もこの長居スタジアムのピッチで優勝をかけ
て戦った。結果、立命館大に惜敗したが、4回生となりその悔しさを胸に秘め、再びこのピッチに帰っ
てきた。
　福岡大は、国際大会でも活躍している永井選手に注目が集まるが、宮路主将の的確なコーチンン
グからのプレスが機能しているからこそ、チームの武器が活きている。「守備力ではどこにも負けな
い」と言い切った主将が、個性豊かな選手をまとめ、今年こそ総理大臣杯を福岡に持って帰る。その
熱い闘志がひしひしと伝わってくる。

■　「優先順位を考えたポゼッション」 「3m　3秒　3人目」　■
　今年の高知大は細かいプレーができる選手が多い。「DFラインからしっかりとしたビルドアップが出来るかが大
事だ」と中野主将は語る。前線の布施、高木に香川ら中盤の選手が絡んで得点を狙いたいところだ。
　また、スーパーサブトリオとして総理大臣杯でも大きく活躍している、中村、永瀬、大西が交代でスイッチを変
えてくれれば、たとえ点を取られようとも逆転する可能性は大いに期待できる。
　「チームは大会中にも大きく成長している。平常心で戦えるかが勝敗の分かれ目」と野地監督が話すように、初
の決勝の舞台で選手が自分のプレーを存分に発揮してくれることを期待したい。

　乾監督の3つのコンセプトである。「3m」とは、守備のアプローチの距離。ファーストDFがどれだけパスコースを限定し、プレ
スが掛けられるか。「3秒」とは、切り替えの早さ。守から功の切り替えで永井が空いていたら、取って3秒で得点が決まる。「3
人目」とは、出し手と受け手だけでなく、3人目がどうかかわっていくかが大切。
　守備型のチームから永井選手の良さを活かすサッカーに転換し、完成形に近付いている。「永井には4試合連続ゴールで優
勝がノルマ」という言葉から、乾監督の永井選手への期待がうかがえる。
　彼のスピードが決勝戦でも勝負を決めてしまうのか。

VS

サッカースタイル

VS
主将

高知大学　vs　福岡大学

夏の大学 No.1 決定戦
高知大学、福岡大学のどちらが勝っても、

過去32回で関東、関西以外の大学が優勝するのは初めてとなる。
そんな歴史的な戦いを

「選手の色」「サッカースタイル」「主将」「マネジメント」「応援団」の
5つから比較し、独特の大学の魅力を明らかにする。

「死ぬ気で戦う」　■■　「自分たちのサッカーを楽しむ」

■　「学生中心」 選手の色

VS
「キズナ」　■

　高知大の選手たちは、いい意味で学年関係なく仲が良く、団結力がある。それは、野地監督が考える「自立」を
学生一人ひとりが考え、行動しているからであろう。ピッチ外での自己管理を大切にし、プレーでも基礎を大切に
する。その上で、学生が中心となりサッカーに取り組んできた積み重ねが、ファイナリストという結果につながっ
たのではないだろうか。
　「ノリの良さは負けません」という声も聞こえるほど、決勝戦に臨むチーム内のムードは良く、優勝を決め、最
高のモチベーションでよさこい祭りに臨むことができるかに注目したい。

　約110人の個性豊かな選手がまとまることができる理由は、福岡大サッカー部で共に苦しい練習に耐えてきた仲間という「キ
ズナ」の強さではないか。「チームを一つにするために走る」という宮路主将の言葉通り、、週一のオフの後の2部練習や、毎
日のフィジカルトレーニングにも耐えてきた。自ら何に取り組むか考えて実行し、仲間と切磋琢磨しあってチームとして成長し
た。
　フィールドで戦う選手も応援団もスタッフも、この総理大臣杯の決勝戦へたどり着いたことには満足していない。
　福岡大の目にはもう日本一しか見えていない。

■　「試合前の準備は絶対に怠らない」 マネジメント 「裏方だがチームの一人」　■
　高知大の坪井主務は、昨年、副務としてこの総理大臣杯で3位という結果をサポートした。
だが、今年はさらに上を目指すべくチームに力を注いでいる。監督からまた、大会運営側からの注意、連絡事項を
選手にしっかりと理解させ、選手がプレー以外のところで不満をためさせないことを意識しているという。
　また、上野コーチは昨年の卒業生であり主将であったことから、野地監督よりもっと近い立場で選手と接し、一
人ひとりに目を向けて熱い指導を行っている。
　「総理大臣杯は短期決戦であり、選手のコンディション管理が重要」と坪井主務が話すように、彼ら二人のサ
ポートが勝敗のカギを握るのかもしれない。

VS
　「大変のほうが嬉しい。選手との信頼関係も厚く、どれだけ大変でも、選手が結果を出してくれることがやりがいにつな
がる」と野田主務が強く語るその裏側には、3年前の総理大臣杯決勝戦の舞台がある。
　1年生のときに決勝戦まで連れて行ってもらった経験、立命大に敗れて準優勝という結果に終わった悔しさ、今年はそ
れ以上の想いを下の代にも伝えたい、その思いが野田主務を動かす原動力となるのではないか。
　主務とマネージャー合わせて二人という、福岡大サッカー部において、田中マネージャーが「縁の下の力持ちより、上
から引っ張る」というように、フィールドの外には力強い美人二人がついている。

■　「どこまでもついて行く」 応援団 「俺たちがついている」　■

　「初の総理大臣杯決勝戦進出の勢いを、どのチームにも負けない団結力と熱い応援で後押しする」応援団をまと
める小池選手は、決勝戦にかける思いを熱く語った。
　高知大の団結力は、ただ仲がいいだけではなく、お互いに厳しいことを言い合い、学生中心でより高いレベルを
目指して活動することである。そのため戦う気持ちはフィールドで戦う選手、スタッフ、応援団も全員が等しく
持っている。テスト期間だがチームを日本一にするために高知大応援団はどこにでもついてゆく。
　目の前にある頂点をつかむため、高知大は全員で戦う。

VS
　博多の男なら気持ちを見せろ。この応援歌でチームは一体となり勝利をつかむ。
　福岡大は選手と応援団がチームの勝ちも負けも共有している。今季の前期リーグで一敗したときには、トップチームだ
けでなく応援していた選手も共に罰走を行った。このことからも、大会に取り組む姿勢はトップも応援団も変わらないこと
がうかがえる。また、総理大臣杯では一回戦からトップチームについていき、地元、関西のチームを上回る熱い応援を見
せえてくれた。「決勝でも福岡大の誇りをかけて日本一の応援をします」と応援団長の岡田選手。恐れることはない。さぁ
ゆこう。
　あと勝ったら何かします・・・・・（応援団 岡田選手より）。



7月6日（月）

7月7日（火）

7月8日（水）

7月11日（土）

8月6日（木）

NO. POS 名前 学年 大学名 前半 後半
1 ＧＫ 林　将志 3 びわこ成蹊スポーツ大学

2 ＤＦ 前野　貴徳 3 立命館大学

3 ＤＦ 井林　章 1 関西学院大学

4 ＤＦ 宮内　豪 3 桃山学院大学

5 ＤＦ 安川　有 3 同志社大学

6 ＤＦ 吉川　拓也 3 京都産業大学

7 ＤＦ 津田　真吾 2 関西学院大学

8 ＭＦ 井手口　正昭 3 阪南大学

9 ＭＦ 藤澤　典隆 3 関西大学

10 ＭＦ 荒堀　謙次 3 同志社大学

11 ＭＦ 岡田　翔太郎 3 桃山学院大学

12 ＭＦ 西口　大輔 3 関西大学

13 ＭＦ 梶川　諒太 2 関西学院大学

14 ＦＷ 金園　英学 3 関西大学

15 ＦＷ 河野　大星 2 姫路獨協大学

16 ＧＫ 堀之内　義博 3 同志社大学

⑭ ⑮　　⑭（13）

①

②　　④　　⑥　　⑦

⑯

⑫　　　　　　　　　　　⑨

　⑧　　⑩（11）

②（７） ⑤（4） ⑥  ③

メンバー表

ｖｓ　セレッソ大阪（0－1●）

ｖｓ　ヴィッセル神戸（3－6●）

ｖｓ　ガンバ大阪（0－1●）

練習

フォーメーション　カッコ内は途中出場した選手

ＶＳ　ガンバ大阪　０－１●

　

11番　岡田　翔太郎

⑬　　⑨

⑪　　　　　　⑩

⑧

コメント

　1，2回生の時は選抜に選ばれていなかったが、今年に入ってから選ばれて嬉しい。しかも今
までの3試合全部出場できているし、これからもどんどんやっていきたいと思う。
　選抜に選ばれている選手たちはやはり上手くてボールを持てる選手が多い。だから自分もそ
ういった選手たちにパスを散らしていけるように意識している。
　また、選抜を通じて他のチームの選手達とプレーや試合について話す機会が増えた。
　自分自身もチームにもまだまだ修正して良くなれるところがあると思うで後期リーグも絶対選
抜に選ばれるようにして最後まで残りたいと思う。

練習

関西選抜の目的：

　そもそも関西選抜とは…？
　今まではリーグ戦やインカレが終わった後にやっていたのになぜ今年は頻繁に・・・？
　そのような疑問をお持ちの方に関西選抜の目的や活動を存分にお伝えしたいと思います。

関西の大学のＵ－２３世代の強化を図り、定期的、かつ継続的に厳しい環境で選手を鍛える。

　つまり、ただ選抜の選手を強化するというものではなく、選抜に選ばれた選手たちがそれぞれがその場で得た経験をチームに還元
し、関西学生サッカーの底上げすることが目的である。
　定期的に試合や練習を行うため、選手たちのモチベーションも高く保つことができる。

関西選抜のこれまでの活動：



NO. POS 名前 学年 大学名 前半 後半
1 ＧＫ 林　将志 3 びわこ成蹊スポーツ大学

2 ＤＦ 前野　貴徳 3 立命館大学

3 ＤＦ 井林　章 1 関西学院大学

4 ＤＦ 宮内　豪 3 桃山学院大学

5 ＤＦ 佐川　雅也 2 同志社大学

6 ＤＦ 吉川　拓也 3 京都産業大学

7 ＤＦ 津田　真吾 2 関西学院大学

17 ＤＦ 篠原　翔 2 立命館大学

18 ＤＦ 大庭　慧之 2 大阪教育大学

19 ＤＦ 藤原　広太朗 1 立命館大学

8 ＭＦ 井手口　正昭 3 阪南大学

9 ＭＦ 伊藤　将大 1 姫路獨協大学

10 ＭＦ 荒堀　謙次 3 同志社大学

11 ＭＦ 岡田　翔太郎 3 桃山学院大学

12 ＭＦ 加藤　恒平 2 立命館大学

13 ＭＦ 梶川　諒太 2 関西学院大学

14 ＦＷ 加藤　潤 2 桃山学院大学

15 ＦＷ 河野　大星 2 姫路獨協大学

16 ＧＫ 堀之内　義博 3 同志社大学

NO. POS 名前 学年 大学名 前半 後半
1 GK 大西　勝俉 1 近畿大

2 DF 藤春　廣輝 3 大体大

3 DF 吉川　拓也 3 京産大

4 DF 宮内　豪 3 桃山大

5 DF 津田　真吾 2 関学大

6 MF 加藤　恒平 2 立命大

7 MF 井手口　正昭 3 阪南大

8 MF 岡田　翔太郎 3 桃山大

9 MF 阿部　浩之 2 関学大

10 MF 荒堀　謙次 3 同大

11 MF 村田　和哉 3 大体大

12 FW 齋藤　達也 2 桃山大

13 FW 村井　匠 3 関学大

16 GK 井川　貴光 1 関西大

⑯ ①

⑩　　⑧ 　⑪　　⑨

　⑭

⑬　　　　　　⑩　　　　　⑨⑫　　　　　　　　　　⑬

13番　村井　匠 コメント

　

　初めて選抜に選ばれて最初は緊張したが、実際にやってみると周りのレベルが多くていい刺
激を受けた。
　自分はＦＷとして選らばているからゴールを決めることができなかったのは悔しかった。また、
初めて一緒にプレーする選手が多いのでもっと話したりして良い連携を築けたらなとも思った。
　自分のチームには仲間たちに選抜の雰囲気とか試合のプレッシャーの早さなど、自分が感じ
たことを伝えていって、自分自身も関学大のＦＷとしての自覚をもって行動したいと思う。

① ①（16）

②　　③　　④　　⑤ ②　　④　　③　　⑤

⑫（13）

⑨　　⑩　　⑦　　⑪ ⑥　　　　⑩　　　　⑨

⑧　　⑦

⑫　　⑬

ＶＳ　セレッソ大阪　０－１●

メンバー表 フォーメーション　カッコ内は途中出場した選手

ＶＳ　ヴィッセル神戸　3－6●

メンバー表 フォーメーション　カッコ内は途中出場した選手

　　⑮　　⑭（9）

関西選抜　得点者　（アシスト）：
 11分　15番　河野　大星
 23分　10番　荒堀　謙次
 54分　10番　荒堀　謙次　（12番　加藤　恒平）

10番　荒堀　謙次 コメント

　

　ヴィッセル戦では点を決めることができたが、この試合を含め1度も勝てていないのでそれが
悔しい。
　関西選抜というチームは即興チームではあるが、いい選手が揃っているしチーム内でコミュニ
ケーションをしっかり取って今後は負けないようにしたい。
　Ｊのチームとやれるという貴重な経験の中で自分達のプレーも通用するところがあると証明し
ていきたい。
　そして、ここで味方からも敵からもそれぞれの良い所を吸収してプレーの幅を広げて自分の
チームに還元していきたいと思う。

②　　⑥　　⑲　　⑱（7）
③（７）　④　　⑤　　⑰



 
 




